
を服用される
患者さんとご家族の方へ



（裏面も必ずお読みください）

このお薬は、脳内の神経伝達物質の受容体に作用して
そのバランスを整えます。

を服用される患者さんとご家族の方へ

＊錠剤は実物大です。

クエチアピン錠25mg「DSEP」 クエチアピン錠100mg「DSEP」 クエチアピン錠200mg「DSEP」
表 裏 側面

医師または薬剤師の指示なしに、自分の判断で服用を中止したり、量を減らし
たりすると病気が悪化することがあります。
指示どおりに飲み続けることが重要です。

次のような方は、服用前に必ず医師または薬剤師にお伝えください。
●過去にこのお薬を服用して、かゆみ、発疹などのアレルギー症状がでたことの
ある方
●ご家族に糖尿病の方がいる方、糖尿病になるリスク（血糖値が高い、肥満傾向など）
がある方
●肝臓の病気のある方
●心臓や血管の病気のある方、脳血管障害のある方、低血圧のある方またはこれらの
疑いがある方
●てんかんなどのけいれんを起こす病気のある方、または過去に起こしたことがある方
●不整脈のある方またはその既往歴がある方
●死にたいと強く思ったり考えたりしたことがある方
●妊婦、妊娠している可能性がある、または授乳中である方
●他のお薬を服用している方

クエチアピン錠「DSEP」を服用される前に

●服用量は、患者さんの年齢や症状にあわせて医師が必要な量を調整します。
●2回分を一度に飲まないでください。
気がついた時に、1回分を飲んでください。ただし、次に飲む時間が近い場合は
1回とばして次の服用時間に1回分を飲んでください。
●誤って多く飲んだ場合は、医師または薬剤師に相談してください。

服用方法について

表 裏 側面表 裏 側面 表 裏



連絡先（医療機関名）

ご家族に糖尿病の患者さんがいる方、血糖値が高いといわれたことのある方、肥満
傾向の方は、血糖値や体重の変化に十分気をつけてください。
お薬を服用中に、血糖値の上昇（高血糖）、低血糖や体重の増加がみられることが
あります。
血糖値の変化をみるため、服用されている間は定期的に血糖値の測定を行う場合
があります。
●高血糖や低血糖になると次のような症状があらわれる場合があります。
このような症状がみられたら、必ずすぐに医師に連絡し、早めに診察を受ける
ようにしてください。

服用中に注意していただきたいこと

●眠気や立ちくらみ、めまいなどがあらわれることがあります。車の運転など危険
を伴う機械の操作は行わないでください。
●飲酒によりお薬の作用が強くあらわれることがありますので、服用中の飲酒は
控えてください。
●服用により、体重が増える場合がありますので、食事・運動に気をつけて太り
すぎないようにしましょう。
その他、わからないことや気になることがあれば、医師または薬剤師にご相談
ください。

生活上で注意していただきたいこと

この他にも、体調に変化があった場合や気になることがありましたら、医師または
薬剤師にご相談ください。

体重が
増加する

のどが
激しく渇く

何回も
トイレに行く

意識が
うすれる

手足が
ふるえる

冷や汗が
でる

〈高血糖の症状〉 〈低血糖の症状〉
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